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真岡市市民活動推進センター
コラボーレもおか
〒321-4507
栃木県真岡市石島893-15 真岡市二宮コミュニティセンター2Ｆ
T E L：0285-81-5522
F A X：0285-81-5558
e-mail：info@collabo-moka.net  
U R L：http://www.collabo-moka.net/
【開館時間】火～金：9:00～21:00
　　　　　（土・日は18:00まで）
【休 館 日】・毎週月曜日　・祝日
　　　　　　・年末年始（12/29～1/3）
　　　　　　  ※その他イベント・施設管理の関係で臨時に休館になる場合があります。

◀コラボーレもおか
　イメージキャラクター
　コラちゃん（左）と
　ボ～レくん（右）

もおかの人と人をつなぐ情報誌

真岡市市民活動推進センター　コラボーレもおか　【運営団体】特定非営利活動法人ま・わ・た真岡市市民活動推進センター　コラボーレもおか　【運営団体】特定非営利活動法人ま・わ・た
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SNSでつながるみんなの活動
　皆さんは、SNSを使ったことありますか？言葉は
知っている、使いたいと思っている、実際使っているな
ど様々だと思います。今回は改めてSNSについて考え
てみたいと思います。
〇SNSとは
　SNSとは、ソーシャル・ネットワーキング・サービ
スの略で、ネット上で社会的なつながりを作り出せる
サービスの総称です。代表的なものとして、LINE、
Facebook、Instagram、Twitter、YouTubeなどが
挙げられます。
〇SNSの広がり
　もはやいうまでもなく、現在の世の中にSNSは広く
浸透しています。総務省の調べ※1によると、平成24
年には20％前後だった各種SNSの利用は、令和元年に
はLINEで86.9%、その他のサービスでも30%をこえ
ています。（図1参照）

〇SNSと市民活動
　では市民活動の中ではどうでしょうか。現在、ウェブ
サイトを持っている市民活動団体は、サイトのなかに
FacebookやTwitterなどのリンクを貼っているのをよ
く見かけます。ウェブサイトだけでなく、SNSを利用
し、ひろく情報発信が出来るような仕組みを作った結果
だと思います。またYouTubeで活動を配信する方たち
も増えています。センターの登録団体の中でも、連絡の
やり取りにLINEを使っているという方たちが増えてき
たように感じます。広報やコミュニケーションのため、
市民活動の中でも広く浸透しているのではないでしょう
か。
〇新しい生活様式に備えて
　新型コロナウイルス感染症という災禍において、
SNSのようなサービスが人の社会的なつながりの維持
に役立っています。こういった時代の流れにうまく適応
し、サービスやツールを使っていくことも、これからの
市民活動には必要になってくるのかもしれません。
　「わからないから」ではなく、「せっかくだから使っ
てみよう」といった気持ちで利用してみてはどうでしょ
うか。

主任コーディネーター　長野

※1.総務省「平成30年度　情報通信メディアの利用時間と情
報行動に関する調査」

※2.※1より一部抜粋し、作成

　結成7年目、60、70歳代の3人で、ベサメムーチョ、ある恋の物語、キエン
セラ他、昔懐かしいラテン音楽を歌う超熟年グループです。
　最近では、日本の歌もラテン風にアレンジして演奏しています。
　これまで自治医大病院、国立宇都宮病院、県内各地のホテルや老人ホームで演
奏活動をしてきました。また、県内各地や大宮等でのイベント、県内や大宮、柏
市他のライブハウス等で演奏活動をおこなってきました。　
　「今日は楽しかった」と言って頂けることを、コンセプトとして活動していま
す。

■ アミーゴス 代　表：青柳　　勝

登録団体紹介登録団体紹介

　この会は、様々な通信教育を修了した人たちが、顔が見える地域で繋がり、情
報共有など交流を深めることで、学習成果を発揮する機会を増やす目的で設立さ
れました。2021年には10周年を迎えます。　　　
　今回のコロナ禍では、予測が出来ない生活環境の激変に対応するために、新た
なことを学んだ人も多いのではないでしょうか。本来「学び」は、年齢に関係な
く幸せな人生を生きるためのものです。個人の「学び」を互いの「学び」へ、そ
して社会へ広げたいとお考えの皆さま、主体的に活動するためのツールとして、
この会をお役立てください。この会は学び続ける人はどなたでも入会できます。
分野を超えた生涯学習の仲間が、皆さまを応援しています。

■ 栃木県生涯学習インストラクターの会 代　表：若林　明子

　昭和の時代に生まれ育った幼少期。近所の子どもたちで、近くの広場であそぶ
だけでなく、小川から海では水浴び、釣り、貝堀りを行い、山では自然薯掘り、
蕗取り、さらに木苺などの果物を取って遊びました。遊びの中で、おやつや夕飯
のおかず取りをしながら、地域の子ども社会のきずなが受け継がれていました。
しかし環境破壊や生活様式の変化により、そういった繋がりが失われてきまし
た。
　私たちは、四季折々の里山・里海の恵みに親しみ、遊び育つことで得られた先
人の生活の知恵と遊びを、今の子どもたちに伝えていきたいと考えています。
　現在は、植物が蓄えた炭素を目で見て体験する「植物何でも炭作り、24時間
出前炭焼き体験会」を無料で開催しています。

■ とち木 の゙会 代　表：小西　敏正
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センターよりセンターより

　コラボーレもおかでは、この夏からセンター内作業コーナーに紙折り機を設置しました。
　2つ折り・4つ折りなど多様な折り方を自動で行えます。
　封入用の書類や、団体のPRパンフレット・チラシなど、みなさんの活動にぜひお役立てください。
　（ご利用の際は、コラボーレもおかへの登録をお願いします）

　栃木県内の市民活動サポートセンターもSNSを利用し、様々な活動を行っています。
　現地に直接行かなくても繋がれるサービスを、この機会に是非試してみませんか？

特集 活動報告活動報告

 5／
  9

土

　今年度最初のスキルアップ講座が9/5に開催されました。今回の講座は流行が
続くコロナウイルスの感染の状況を踏まえ、最小限の人数かつ感染対策の徹底を
して行なわれました。
　この講座では、コロナウイルス流行の影響で3密回避が必須となる中で、需要
が高まる「オンライン会議」について、どのように参加すればいいのかを当セン
ター主任コーディネーターの長野が、初心者向けにわかりやすく解説しました。
　講座では、「オンライン会議」の説明ののち、いくつか種類があるオンライン
会議用のアプリの中でも特に需要の高い「Zoom」を利用し説明を行いました。
参加に必要な機材等の説明後、参加者に持参してもらったPCやスマホ・タブレットを使って導入の方法から実際にオン
ライン会議への参加を体験してもらいました。
　参加者の皆さんは最初は慣れない操作に四苦八苦していましたが、積極的に講師に質問をしながらオンライン会議の
仕組みについて理解を深めた様子でした。

（参加者5名）

　今回の講座は、定員5名に対し12名の応募がありました。実は残り7名の方にも別途調整して、講座を受けてもらい
ました。なぜなら今後、センターの講座をZoomを用いて行う予定だからです。
　今後も講座に際して、参加の仕方について知りたい方は、遠慮なくセンターまでご相談ください。

　例年、コラボーレもおかでは花火大会の翌日にゴミ拾いボランティアを募り、
延べ100人以上の方々に参加いただいております。
　しかし、今年はコロナウイルス流行の影響で花火大会そのものが中止となり、
クリーンボランティアも開催することができなくなりました。
　そこで今年は、「みんなのクリボラbuzzらせ隊」と題し、みなさんのクリーン
ボランティアの活動を応援する取り組みを実施します。ぜひ、家や職場、地域の
清掃の写真をコラボーレもおかまでお送りください。コラボーレもおか公式SNS
等で紹介させていただきます。先着200名様には特別なプレゼントもあります。
ぜひふるってご応募ください。

ステイホームでミーティング！
オンライン会議の参加の仕方

みんなのクリボラbuzzらせ隊

紙折り機　設置しました
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SNSでつながるみんなの活動
　皆さんは、SNSを使ったことありますか？言葉は
知っている、使いたいと思っている、実際使っているな
ど様々だと思います。今回は改めてSNSについて考え
てみたいと思います。
〇SNSとは
　SNSとは、ソーシャル・ネットワーキング・サービ
スの略で、ネット上で社会的なつながりを作り出せる
サービスの総称です。代表的なものとして、LINE、
Facebook、Instagram、Twitter、YouTubeなどが
挙げられます。
〇SNSの広がり
　もはやいうまでもなく、現在の世の中にSNSは広く
浸透しています。総務省の調べ※1によると、平成24
年には20％前後だった各種SNSの利用は、令和元年に
はLINEで86.9%、その他のサービスでも30%をこえ
ています。（図1参照）

〇SNSと市民活動
　では市民活動の中ではどうでしょうか。現在、ウェブ
サイトを持っている市民活動団体は、サイトのなかに
FacebookやTwitterなどのリンクを貼っているのをよ
く見かけます。ウェブサイトだけでなく、SNSを利用
し、ひろく情報発信が出来るような仕組みを作った結果
だと思います。またYouTubeで活動を配信する方たち
も増えています。センターの登録団体の中でも、連絡の
やり取りにLINEを使っているという方たちが増えてき
たように感じます。広報やコミュニケーションのため、
市民活動の中でも広く浸透しているのではないでしょう
か。
〇新しい生活様式に備えて
　新型コロナウイルス感染症という災禍において、
SNSのようなサービスが人の社会的なつながりの維持
に役立っています。こういった時代の流れにうまく適応
し、サービスやツールを使っていくことも、これからの
市民活動には必要になってくるのかもしれません。
　「わからないから」ではなく、「せっかくだから使っ
てみよう」といった気持ちで利用してみてはどうでしょ
うか。

主任コーディネーター　長野

※1.総務省「平成30年度　情報通信メディアの利用時間と情
報行動に関する調査」

※2.※1より一部抜粋し、作成

　結成7年目、60、70歳代の3人で、ベサメムーチョ、ある恋の物語、キエン
セラ他、昔懐かしいラテン音楽を歌う超熟年グループです。
　最近では、日本の歌もラテン風にアレンジして演奏しています。
　これまで自治医大病院、国立宇都宮病院、県内各地のホテルや老人ホームで演
奏活動をしてきました。また、県内各地や大宮等でのイベント、県内や大宮、柏
市他のライブハウス等で演奏活動をおこなってきました。　
　「今日は楽しかった」と言って頂けることを、コンセプトとして活動していま
す。

■ アミーゴス 代　表：青柳　　勝

登録団体紹介登録団体紹介

　この会は、様々な通信教育を修了した人たちが、顔が見える地域で繋がり、情
報共有など交流を深めることで、学習成果を発揮する機会を増やす目的で設立さ
れました。2021年には10周年を迎えます。　　　
　今回のコロナ禍では、予測が出来ない生活環境の激変に対応するために、新た
なことを学んだ人も多いのではないでしょうか。本来「学び」は、年齢に関係な
く幸せな人生を生きるためのものです。個人の「学び」を互いの「学び」へ、そ
して社会へ広げたいとお考えの皆さま、主体的に活動するためのツールとして、
この会をお役立てください。この会は学び続ける人はどなたでも入会できます。
分野を超えた生涯学習の仲間が、皆さまを応援しています。

■ 栃木県生涯学習インストラクターの会 代　表：若林　明子

　昭和の時代に生まれ育った幼少期。近所の子どもたちで、近くの広場であそぶ
だけでなく、小川から海では水浴び、釣り、貝堀りを行い、山では自然薯掘り、
蕗取り、さらに木苺などの果物を取って遊びました。遊びの中で、おやつや夕飯
のおかず取りをしながら、地域の子ども社会のきずなが受け継がれていました。
しかし環境破壊や生活様式の変化により、そういった繋がりが失われてきまし
た。
　私たちは、四季折々の里山・里海の恵みに親しみ、遊び育つことで得られた先
人の生活の知恵と遊びを、今の子どもたちに伝えていきたいと考えています。
　現在は、植物が蓄えた炭素を目で見て体験する「植物何でも炭作り、24時間
出前炭焼き体験会」を無料で開催しています。

■ とち木 の゙会 代　表：小西　敏正
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